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日
頃
は
同
窓
会
活
動
に
、

絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
九
八
〇
年
の
本
校
第
一
回
の
卒
業
式
と
同
時
に

発
足
し
た
本
同
窓
会
も
、
お
か
げ
さ
ま
で
発
足
以
来

四
十
四
年
を
過
ぎ
、
会
員
数
も
一
万
人
を
数
え
る
に

至
り
ま
し
た
。
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
、

母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

渋
川
青
翠
高
校
の
総
合
学
科
と
い
う
仕
組
み
の
中

で
「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」
を
習
得
し
よ
う
と
す

る
生
徒
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
か
つ
て
本

校
で
学
ん
だ
者
の
思
い
を
込
め
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん

の
活
動
に
資
す
る
よ
う
応
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

丸
三
年
に
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
弊
害
は
、
生

徒
の
皆
さ
ん
の
学
ぶ
環
境
に
も
深
い
傷
を
負
わ
せ
ま

し
た
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
は
、
工
夫
と
協
力

を
し
て
、
新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、
生
徒
の

皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
〝
伴
走
者
〟
と
し
て
、
学
園

生
活
に
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

母
校
、
渋
川
青
翠
高
校
の
末
永
い
存
続
と
、
益
々

の
発
展
を
祈
念
し
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
後
閑
同
窓
会
長

様
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
皆

様
、
一
〇
五
八
四
名
の
同
窓
会

員
の
皆
様
（
更
に
今
年
度
、
新
会
員
一
三
八
名
が
加

入
し
ま
す
）
に
は
、
本
校
教
育
活
動
に
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
を
受
け
、
学
校
内
外
の

様
々
な
活
動
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

創
立
四
十
七
周
年
記
念
式
典
・
講
演
会
も
昨
年
か

ら
体
育
館
で
の
集
合
形
式
に
戻
り
、
今
年
度
の
記
念

講
演
会
は
大
本
山
永
平
寺
監
院
小
林
昌
道
様
に
「
こ

こ
ろ
を
ま
な
ぶ　

こ
こ
ろ
に
生
き
る
」
と
題
し
て
心

の
整
え
方
な
ど
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
及
び
応
援
ソ
ン
グ

と
ダ
ン
ス
が
完
成
し
、
費
用
面
で
は
同
窓
会
に
お
世

話
に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
八
月
に
は
お
披
露

目
式
を
執
り
行
い
後
閑
同
窓
会
長
様
か
ら
贈
呈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
九
月
に
は
群
馬
県
庁
県
民
広
場

に
て
開
催
さ
れ
た
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
カ
ー
ニ
バ
ル
」

に
参
加
し
、
く
ま
モ
ン
を
は
じ
め
全
国
の
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
交
流
し
ま
し
た
。
学
校
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
逐
次
Ｗ

ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ア
ク
セ

ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
に
愛
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

同
窓
会
長　

後
閑
　
泰
司

�

校
長
　
竹
内
　
　
久

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

校
長
あ
い
さ
つ

校
長
あ
い
さ
つ

　

同
窓
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
せ
い
ち
ゅ
ん
」
と
応
援
ソ
ン
グ
、
保
管
用

展
示
ケ
ー
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
一
期
生
の
赤
松
氏

に
監
修
を
お
願
い
し
、
校
章
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る

カ
ワ
セ
ミ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

八
月
七
日
（
月
）
に
、後
閑
同
窓
会
長
様
よ
り
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
応

援
ソ
ン
グ
「
未
来
を
拓
け
！
」
を
吹
奏
楽
部
の
演
奏

と
生
徒
会
と
有
志
に
よ
る
歌
声
に
合
わ
せ
、
ダ
ン
ス

部
と
一
緒
に
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

九
月
三
十
日
（
土
）
に
は
、
群
馬
県
庁
県
民
広
場

で
開
催
さ
れ
た
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
に

参
加
し
、
青
翠
高
校
と
渋
川
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も

に
、
全
国
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
友
達
に
な
り
触
れ
合

い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
踊
り
も
披
露
し
、
来
場
者

の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
や
学
校
説
明
会
で
は
、

中
学
生
と
保
護
者
を
玄
関
で
お
迎
え
し
、
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
応
援
団
長
・
広
報
部
長
と
し
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

四
月
十
日
（
月
）　
　

入
学
式
（
会
長
祝
辞
）

七
月
二
十
四
日
（
月
）
同
窓
会
総
会

十
月
二
十
六
日
（
木
）

　
　

創
立
四
十
七
周
年
記
念
式
典
（
会
長
祝
辞
）

　
　

講
演
会

一
月
十
九
日
（
金
）
同
窓
会
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
同
懇
親
会

三
月
一
日
（
金
）
卒
業
証
書
授
与
式
（
会
長
祝
辞
）

　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
入
会
式

　

～
施
設
整
備
～

十
二
月
二
十
二
（
金
）
～

二
十
六
日
（
火
）

　
　

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
壁

取
付
工
事

　
　
（
普
通
教
室
棟
二
階
）

令
和
五
年
度
同
窓
会
事
業
報
告

令
和
五
年
度
同
窓
会
事
業
報
告

マ
ス
コ
ッ
ト

マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
完
成

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
完
成

令
和
六
年

　

四
月
九
日
（
火
）	

入
学
式

　

七
月
下
旬	

同
窓
会
総
会

　

十
月
下
旬	

創
立
記
念
式
典
・
講
演
会

令
和
七
年

　

一
月
下
旬	

同
窓
会
役
員
会

　

三
月
三
日
（
月
）	

卒
業
証
書
授
与
式

	

同
窓
会
入
会
式

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度

同
窓
会
事
業
予
定

同
窓
会
事
業
予
定

◀︎�左記ＱＲコードを読み取
り、Webページの「せい
ちゅんコーナー」をご覧
ください。
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一
、�

住
所
変
更
を
さ
れ
た
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、

渋
川
青
翠
高
校
渉
外
部
同
窓
会
係
ま
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

二
、�

同
窓
生
の
方
で
、
各
種
団
体
よ
り
表
彰
な
ど
受

け
ら
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　seisui-hs@

edu-g.gsn.ed.jp

電
話
番
号

　
　
〇
二
七
九
―
二
四
―
二
三
二
〇

同
窓
会
事
務
局
よ
り
連
絡

同
窓
会
事
務
局
よ
り
連
絡

創
立
記
念
式
典

　

十
月
二
十
六
日
（
木
）、
後
閑

同
窓
会
長
様
、
坂
才
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の

方
々
を
お
迎
え
し
て
創
立
四
十
七

周
年
の
式
典
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

開
式
の
辞
と
国
歌
斉
唱
の
後
、

竹
内
校
長
先
生
の
式
辞
に
続
き
、
後
閑
同
窓
会
長
様

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
生
徒
会
長

の
山
浦
優
理
香
さ
ん
が
、「
誓
い
の
言
葉
」
を
力
強

く
宣
べ
、
校
歌
斉
唱
で
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　　

福
井
県
よ
り
大
本
山
永
平
寺
監
院
の
小
林
昌
道
様

を
講
師
に
迎
え
、「
こ
こ
ろ
を
ま
な
ぶ
、
こ
こ
ろ
に

生
き
る
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
生
徒
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
歩
む
に

あ
た
り
、
自
分
と
他
人
に

誠
実
で
あ
る
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
立
記
念
講
演
会

　
進
路
実
績

　

今
年
度
は
一
学
年
全
体
で
キ
ャ
ン
パ
ス
・
企
業
見

学
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
三
年
生
の
進
学
希
望
者
は
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
・
学
校
説
明
会
な
ど
に
積
極
的
に
出
向
い
て

情
報
を
集
め
、
進
学
先
を
決
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
三
名
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

本
校
生
へ
の
県
内
求
人
件
数
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。
三
年
生
に
は
そ
の
求
人
情
報
を
検
索
・
閲
覧

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
就
職

希
望
者
が
複
数
の
会
社
見
学
を
行
っ
た
う
え
で
の
企

業
受
験
が
で
き
ま
し
た
。
公
務
員
へ
は
、
自
衛
官
に

一
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

（
進
路
指
導
主
事　

髙
橋　

将
）

株
式
会
社
東
和
銀
行　

総
合
職�

前
田　

理
真

　

私
は
一
番
近
く
で
お
客
さ
ん
を
支
え
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
地
方
銀
行
に
就
職
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
三
年
生
に
な
り
直
接
、
渋
川

の
東
和
銀
行
に
会
社
見
学
に
行
き
、
職
場
の
雰
囲
気

や
働
く
人
た
ち
の
暖
か
さ
を
肌
で
感
じ
「
東
和
銀
行

に
就
職
し
た
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

銀
行
に
就
職
す
る
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
の
知
識
や
簿

記
の
勉
強
が
必
要
だ
と
思
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
を
選

択
し
、
た
く
さ
ん
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
企
業
側
は
「
就
職
し
た
際
、
休
ま
ず
に
来

て
く
れ
る
」
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
の
で
、
休
ま

な
い
よ
う
心
が
け
て
学
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　

入
社
試
験
は
、マ
ー
ク
シ
ー
ト
の
テ
ス
ト
（
国
語
、

数
学
、
英
語
）、
面
接
、
適
性
検
査
で
し
た
が
、
内

定
を
い
た
だ
き
よ
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
、
心
配
し
て
く
れ
た
家
族
、
友
達
、
先
生

に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

合
格
体
験
記

〈
家
庭
ク
ラ
ブ
委
員
会
〉

　

十
一
月
一
日
（
水
）
に
、
第
七
十
一
回
群
馬
県
高

等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
研
究
発
表
会
が
、
高
崎
市

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
年
に

わ
た
り
、
防
災
教
育
を
校
内
に
定
着
さ
せ
、
地
域
に

も
広
げ
た
研
究
成
果
を
発
表
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
を
願
う
マ
ス
コ
ッ
ト
「
無
事
か

え
る
く
ん
」
を
手
造
り
し
、
十
二
月
五
日
（
火
）
に

市
内
の
フ
レ
ッ
セ
イ
有
馬
店
で
、

交
通
関
係
団
体
の
方
々
と
一
緒
に

配
付
し
な
が
ら
、
買
い
物
客
ら
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
年
で
二
十
回
目
と
な
り
、
今
後

も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

〈
食
物
部
〉

　

十
一
月
三
日
（
金
）
に
、

渋
川
パ
ン
ケ
ー
キ
甲
子
園
が

渋
川
市
役
所
本
庁
舎
に
て
行

わ
れ
、
食
物
部
が
参
加
し
ま

し
た
。
パ
ン
ケ
ー
キ
に
バ
ニ

ラ
ア
イ
ス
と
生
ク
リ
ー
ム
を

添
え
て
、
三
種
類
の
ベ
リ
ー

と
プ
レ
ッ
ツ
ェ
ル
を
ト
ッ
ピ

ン
グ
し
た
、「
ベ
リ
ッ
ツ
ェ
ル
」
を
創
作
し
、
大
好

評
で
し
た
。

〈
美
術
部
〉

第
七
十
四
回
群
馬
県

美
術
展
覧
会

　

洋
画
部
門　

県
美

術
会
長
賞

　

三
年　

富
澤
さ
ん

第
二
十
九
回
群
馬
県

高
等
学
校
総
合
文
化

祭
美
術
・
工
芸
部
門
展

　

優
良
賞　

三
年　

富
澤
さ
ん　

二
年　

福
島
さ
ん

　

そ
の
他
各
部
が
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
演

奏
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

〈
和
太
鼓
部
〉

　

七
月　

第
四
十
回
渋
川
へ
そ
祭
り

　

八
月　

御
蔭
祭

　

九
月　

渋
川
駅
「
Ｓ
Ｌ
ぐ
ん
ま
み
な
か
み
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト

　

十
一
月　
「
つ
な
が
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

〈
吹
奏
楽
部
〉

　

十
月　
「
え
き
ま
え
マ
ル
シ
ェ
」

　

十
一　
「
し
ぶ
か
わ
パ
ン
ケ
ー
キ
甲
子
園
」

〈
ダ
ン
ス
部
〉

　
　
　
　

ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
「
夏
ザ
ス
パ
」

　

八
月　

御
蔭
祭

　

九
月　

�「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
カ
ー
ニ
バ
ル
」
に
て
、

せ
い
ち
ゅ
ん
と
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
披
露

在

校

生

の

活

躍

　

授
業
で
作
成
し
た
作
品
が
各
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞

し
ま
し
た
。
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
書
道
Ⅰ
〉

群
馬
県
教
育
会
館
理
事
長
賞　

三
年　

今
泉
さ
ん

〈
デ
ザ
イ
ン
授
業
〉

し
ぶ
か
わ
市
民
ま
な
び
の
日
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト　
　
　

　

最
優
秀
賞　

�

三
年　

清
水
さ
ん

令
和
五
年
度　

産
業
教
育
振
興

会
会
報
表
紙
デ
ザ
イ
ン　

最
優

秀
賞�

三
年　

坂
才
さ
ん

渋
川
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ

ス
ト　

最
優
秀
賞　

�

二
年　

村
岡
さ
ん

有
限
会
社
浅
田
屋
フ
ー
ド　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
部
門

　
　

最
優
秀
賞　

三
年　

清
水
さ
ん

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
部
門

　
　

最
優
秀
賞　

三
年　

檀
原
さ
ん

授
業
作
品


